
（
一
三
）

　
　
　
東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

―
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
東
皐
琴
譜
』
の
第
五
冊
の
分
析
を
通
し
て
―

鳥
谷
部
　
輝
　
彦

緒
言東

皐
禅
師
は
中
国
明
末
清
初
の
曹
洞
宗
の
高
僧
で
あ
り
、
崇
禎
十
二
年

（
一
六
三
九
）
に
生
れ
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
正
月
に
長
崎
に
上
陸
し
、

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
示
寂
し
た
。
俗
姓
を
蒋
、
名
を
尚
部
（
陳
舒
平

二
〇
〇
二
、陳
智
超
二
〇
〇
六
）、法
名
を
興
儔
と
謂
い
、「
東
皐
」等
の
号
や「
心

越
」等
の
字
が
あ
る（
本
稿
で
は「
東
皐
」と
略
称
す
る
）。
音
楽
分
野
に
お
い
て
、

中
国
で
は
古
琴
東
伝
の
人
と
言
わ
れ
、
日
本
で
は
七
絃
琴
中
興
の
祖
と
言
わ
れ

る
。
東
皐
は
一
曲
ご
と
に
綴
じ
る
琴
譜
は
作
成
し
た
が
、
病
の
た
め
に
そ
れ
ら

を
連
ね
た
琴
譜
は
編
集
で
き
な
か
っ
た
。
示
寂
の
十
数
年
後
、
琴
弟
子
の
杉
浦

正ま
さ
の
り職
が
「
寶
永
庚
寅
中
秋
」（
一
七
一
〇
）
の
自
序
を
付
け
て
琴
譜
を
編
集
し
、

そ
れ
を
「
東
皐
琴
譜
」
と
名
付
け
た
（
以
下
、
杉
浦
本
）。
こ
れ
が
東
皐
の
伝

承
曲
を
集
め
た
琴
譜
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
杉
浦
本
の
原
本
は
逸
失
し

た
が
、
岸
邉
成
雄
の
研
究
に
よ
り
二
点
の
伝
写
残
欠
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新に
い

楽ら

定さ
だ
む（

一
七
六
四
～
一
八
二
七
、
号
「
閑
叟
」
等
）
著
『
琴
家
略
伝
』

（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
以
後
清
書
）
に
よ
っ
て
、

杉
浦
本
所
収
の
数
篇
の
序
文
と
全
体
構
成
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
杉
浦
本
に
載
ら
な
い
東
皐
の
伝
承
曲
も
あ
る
。
東
皐
に
関
心
が
あ

る
者
の
間
で
は
そ
の
よ
う
な
曲
と
し
て
、
東
皐
が
作
曲
し
た
「
關
雎
」（
祇
園

寺
蔵
《
楽
府　

關
雎
》
所
収
）
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
現

時
点
で
の
調
査
で
は
、
そ
れ
以
外
に
十
一
曲
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
九
曲
を
載
せ

る
資
料
が
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
全
六
冊
本
『
東
皐
琴
譜
』

の
中
の
第
五
冊
で
あ
る
（
以
下
、
関
五
本
）。
な
お
、
九
曲
の
う
ち
四
曲
の
曲

名
は
岸
邉
著
『
江
戸
時
代
の
琴
士
物
語
』
で
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
具
体

的
な
琴
譜
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

東
皐
の
琴
学
を
知
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
は
、
そ
の
淵
源
を
明
清
琴
譜
の
中
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に
探
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
皐
の
伝
承
曲
の
多
く
を
占
め
る
創
作

曲
は
、
七
絃
琴
の
伝
統
と
東
皐
の
創
意
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
明
清

琴
譜
の
中
に
同
一
の
曲
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
改
作
曲
も
多
く

を
占
め
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
明
清
琴
譜
に
原
曲
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
明
清
琴
譜
に
原
曲
・
原
文
を
確
認
で
き
る
少
数
の
改
作

曲
と
少
数
の
転
載
曲
・
転
載
文
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。
先
ず
、
既
知
の
伝
本

で
あ
る
杉
浦
本
か
ら
の
伝
写
残
欠
本
を
分
析
し
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
明
清
琴

譜
か
ら
転
載
し
た
琴
曲
・
文
章
と
、
明
清
琴
譜
に
依
拠
し
て
改
作
し
た
琴
曲
を

整
理
す
る
。
次
に
、
新
資
料
で
あ
る
関
五
本
の
中
で
明
清
琴
譜
か
ら
転
載
し
た

琴
曲
・
文
章
を
整
理
す
る
。
次
に
こ
れ
ら
二
方
面
か
ら
の
結
果
を
基
に
し
て
、

東
皐
の
琴
学
が
江
派
を
中
心
と
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
中
国
人
が
書
い
た
文
献
の
名
に
は
《　

》
を
付
け
、
日

本
人
が
書
い
た
文
献
の
名
に
は
『　

』
を
付
け
た
。
ま
た
、「
太
古
遺
音
」
と

い
う
書
名
は
明
代
の
多
く
の
琴
譜
で
採
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
楊
掄
が

萬
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
に
撰
集
し
た
《
眞
傳
正
宗
琴
譜
》（
正
集
を
太
古

遺
音
、続
集
を
伯
牙
心
法
と
す
る
）
の
正
集
の
み
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
但
し
、

そ
の
萬
暦
十
七
年
原
書
は
逸
失
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
第
二
伝
本
で
あ
る

常
見
本
（《
琴
曲
集
成
》
第
七
冊
の
影
印
）
に
依
っ
た
。
ま
た
、文
献
名
・
曲
名
・

引
用
文
で
の
字
体
に
は
原
資
料
の
表
記
を
用
い
た
が
、
統
一
書
名
に
は
通
行
の

字
体
を
用
い
た
。
ま
た
、
簡
体
字
は
繁
体
字
に
改
め
た
。

一�

、
杉
浦
正
職
編
『
東
皐
琴
譜
』
に
見
ら
れ
る
明
清
琴
譜
か
ら
の
転

載
曲
と
改
作
曲

（
一
―
一
）
杉
浦
正
職
編
『
東
皐
琴
譜
』
の
二
点
の
写
本
に
つ
い
て

杉
浦
本
の
原
本
は
逸
失
し
た
。
し
か
し
岸
邉
の
二
つ
の
研
究

（
一
九
七
七
、二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
と
、
二
点
の
伝
写
残
欠
本
が
現
存
す
る
。
ど

ち
ら
も
現
在
は
、国
文
学
研
究
資
料
館
に
田
安
徳
川
家
旧
蔵
資
料
（
田
藩
文
庫
）

と
し
て
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
児
玉
愼
（
一
七
三
五
～
一
八
一
二
、
号
空
空
）
の

旧
蔵
で
も
あ
る
。
一
点
は
架
蔵
番
号15/501/1

の
三
冊
本
で
、
各
冊
第
一
丁

に
「
幸
田
子
泉
旧
蔵
」
の
朱
書
き
が
あ
る
（
以
下
、
空
空
甲
本
）。
幸
田
親ち
か
み
つ盈

（
一
六
九
二
～
一
七
五
八
、
号
子
泉
）
は
杉
浦
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
も
う
一

点
は
架
蔵
番
号15/501/2

の
三
冊
本
で
、
大
半
の
箇
所
で
「
月
池
書
屋
藏
」

用
箋
を
料
紙
に
用
い
る
（
以
下
、
空
空
乙
本
）。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、

両
写
本
の
書
誌
を
岸
邉
の
研
究
に
頼
り
、
詳
細
を
述
べ
な
い
。

ま
た
、
両
写
本
の
書
名
に
は
表
記
の
揺
れ
が
あ
る
が
、
統
一
書
名
の
「
東
皐

琴
譜
」
を
用
い
る
。
両
写
本
に
は
収
載
部
分
や
譜
字
等
に
異
同
が
あ
る
が
、
本

稿
で
の
引
用
は
空
空
甲
本
の
表
記
を
優
先
し
た
。
空
空
甲
本
・
乙
本
の
中
で
、

明
清
琴
譜
か
ら
転
載
ま
た
は
改
作
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
琴
曲
と
文
章
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
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皐
禅
師
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学
に
つ
い
て

（
一
―
二
）《
伯
牙
心
法
》
か
ら
の
転
載
曲
：「
高
山
」

「
高
山
」
の
小
序
は
楊
掄
撰
《
伯
牙
心
法
》
の
所
収
文
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、

冒
頭
九
文
字
が
削
ら
れ
て
い
る
。そ
の
琴
譜
は《
伯
牙
心
法
》所
収
譜
に
一
致
し
、

そ
の
校
記
は「
甲
寅
桂
月
東
皋
懶
衲
復
書
于
嵩
山
艸
堂
之
松
石
軒
」（
一
六
七
四
）

と
書
か
れ
る
。

そ
の
一
方
、「
歸
去
來
辤
」
の
琴
譜
は
《
太
古
遺
音
》
所
収
譜
に
一
致
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
東
皐
の
伝
承
曲
だ
と
判
断
す
る
に
は
問
題
が
残
る
。
そ
の
理

由
は
二
点
あ
る
。
第
一
に
、
空
空
甲
本
・
乙
本
の
「
歸
去
來
辤
」
に
は
、
東
皐

の
校
記
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
に
言
っ
て
東
皐
の
伝
承
曲
で
あ
る
こ
と

を
示
す
根
拠
は
、
小
序
・
琴
譜
・
小
跋
の
何
れ
か
に
東
皐
の
校
記
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
外
的
に
東
皐
の
校
記
が
書
か
れ
ず
、
東
皐
が
以
前
か

ら
習
熟
し
て
い
た
こ
と
を
杉
浦
が
小
跋
に
書
く
曲
が
あ
る
（「
釋
談
章
」「
石
交

吟
」）。
杉
浦
は
「
歸
去
來
辤
」
の
小
序
の
中
で
「
嘗
一
日
暇
。
侍
師
（
東
皐
）而
皷
一

再
行
。
師
欣
然
稱
逸
音
。
遂
許
予
（
杉
浦
）以
發
曲
中
之
要
。」（
句
点
空
空
甲
本
）
と

書
く
が
、
東
皐
が
こ
の
曲
を
以
前
か
ら
習
熟
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
琴

に
長
け
て
い
れ
ば
、
習
熟
せ
ず
と
も
要
点
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
小
序
は
杉
浦
の
側
か
ら
の
主
張
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
差
し
引
い

て
か
ら
東
皐
の
琴
学
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、東
皐
は
自
作
の「
歸

去
來
」（
空
空
乙
本
所
収
）
を
別
に
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
東
皐
の
校
記
が

付
く
。
そ
の
た
め
、《
太
古
遺
音
》
か
ら
転
載
さ
れ
た
「
歸
去
來
辤
」
を
東
皐

の
伝
承
曲
だ
と
判
断
す
る
に
は
、
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
。

（
一
―
三
）《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
か
ら
の
転
載
曲
：「
釋
談
章
」

「
釋
談
章
」
の
琴
譜
は
《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》（
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
叙
）

所
収
譜
に
一
致
す
る
。
こ
の
琴
譜
は
東
皐
で
は
な
く
杉
浦
が
伝
写
し
て
『
東
皐

琴
譜
』
に
編
入
し
た
た
め
、
東
皐
の
校
記
は
書
か
れ
な
い
。
し
か
し
、
杉
浦
は

小
跋
の
中
で
「
師
■（
為
）余

薦
斯
曲
。」
と
書
く
た
め
、
こ
れ
は
東
皐
が
杉
浦
に
教

え
た
琴
曲
で
あ
り
、
従
っ
て
東
皐
の
伝
承
曲
だ
と
言
え
る
。
な
お
、
そ
の
小
序

は
《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
か
ら
で
は
な
く
、《
太
古
正
音
琴
譜
》（
或
い
は
原
版

の
《
陽
春
堂
琴
譜
》）
か
ら
の
転
載
文
で
あ
る
。《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
に
も
小

序
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
杉
浦
が
小
序
と
琴
譜
本
文
で
転
載
の
典
拠
を
別
に
し

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
一
―
四
）《
太
古
遺
音
》
或
い
は
《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
か
ら
転
載
し
た
文

章
と
琴
曲
：
五
音
審
辯
の
前
半
、
和
絃
間
勾
説
、「
調
絃
入
弄
」、
三
聲

杉
浦
本
で
は
凡
例
と
字
母
源
流
の
間
に
次
の
四
つ
の
項
目
を
載
せ
る
。
第
一

項
目
は
五
音
審
辯
と
い
う
文
章
で
あ
り
、
宮
音
・
商
音
・
角
音
・
徴
音
・
羽
音

と
い
う
各
々
の
琴
調
の
性
質
と
終
止
法
に
つ
い
て
書
か
れ
る
。
宮
音
に
関
し
て

は「
凡
宮
音
和
平
沉
厚
。
其
音
雄
洪
。
在
於
一
三
絃
上
從
七
徽
取
泛
音
而
煞
尾
。」

（
句
点
引
用
者
）
と
書
か
れ
る
。
そ
の
前
半
で
あ
る
「
凡
宮
音
和
平
沉
厚
。
其

音
雄
洪
。」
は
宮
音
と
い
う
琴
調
の
性
質
を
表
す
。
こ
れ
は
、《
太
古
遺
音
》
に

記
載
さ
れ
る
「
凡
宮
音
和
平
沉
厚
。
其
音
雄
洪
。」
と
い
う
文
の
転
載
で
あ
る
。

こ
の
同
文
が
《
樂
仙
琴
譜
》（
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
序
）、《
古
音
正
宗
》（
崇

禎
七
年
（
一
六
三
四
）
自
序
）
及
び
《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
に
も
載
る
。
ま
た
、
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そ
の
後
半
で
あ
る
「
在
於
一
三
絃
上
從
七
徽
取
泛
音
而
煞
尾
。」
は
宮
音
の
琴

曲
の
終
止
法
を
表
す
。
し
か
し
、
こ
の
同
文
は
明
清
琴
譜
に
な
い
た
め
、
東
皐

の
創
作
文
で
あ
る
。
そ
の
他
の
商
音
・
角
音
・
徴
音
・
羽
音
の
文
章
も
同
様
に
、

前
半
は
《
太
古
遺
音
》
等
か
ら
の
転
載
文
で
あ
り
、
後
半
は
東
皐
の
創
作
文
で

あ
る
。

第
二
項
目
の
和
絃
間
勾
説
は
、
第
三
項
目
の
「
調
絃
入
弄
」
を
理
解
す
る
た

め
の
短
文
で
あ
る
。
第
三
項
目
の
「
調
絃
入
弄
」
は
、
琴
が
正
調
に
正
確
に
定

絃
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
弾
い
て
表
す
小
曲
で
あ
る
。
現
代
の
琴
人
も
学
ぶ
必
須

曲
で
あ
る
。
第
四
項
目
の
三
聲
は
、
散
聲
（
開
放
絃
の
音
）、
泛
聲
（
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
音
）、
按
聲
（
絃
を
按
え
る
音
）
の
性
格
を
述
べ
る
短
文
で
あ
る
。
こ

の
三
聲
の
末
尾
に
、「
聖
湖
野
樵
校
録
」
と
い
う
東
皐
の
校
記
が
書
か
れ
る
。

こ
れ
ら
の
和
絃
間
勾
説
、「
調
絃
入
弄
」、
三
聲
と
の
同
文
は
、
五
音
審
辯
の
前

半
と
同
様
に
、《
太
古
遺
音
》《
樂
仙
琴
譜
》《
古
音
正
宗
》《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》

に
載
る
。

こ
れ
ら
の
四
項
目
を
総
じ
て
言
う
と
、
五
音
審
辯
の
後
半
の
み
が
東
皐
の
創

作
で
あ
り
、
そ
の
他
は
明
清
琴
譜
に
原
曲
・
原
文
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
載
せ
る

明
清
琴
譜
は
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
東
皐
が
日
本
に
遺
し
た

琴
譜
（
本
稿
第
三
章
）
か
ら
推
定
す
る
と
、
そ
の
四
点
の
中
で
東
皐
が
転
載
の

典
拠
に
し
た
琴
譜
は
、《
太
古
遺
音
》
或
い
は
《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。

（
一
―
五
）《
古
音
正
宗
》
か
ら
の
改
作
曲
：「
流
水
」
と
「
雁
落
平
沙
」

「
流
水
」
は
《
古
音
正
宗
》
所
収
譜
と
部
分
的
に
近
似
す
る
た
め
、
改
作
で

あ
る
。
東
皐
は
小
跋
の
中
で
「
越
自
辛
（
一
六
七
一
）

亥
中
秋
時
返
婺
郡
。
訪
永
興
公
後
裔
。

得
傳
。
其
所
取
秘
之
本
。
為
世
所
珎
耳
。
兹
喜
。（
中
略
）
是
歳
乙
（
一
六
八
五
）

丑
冬
日　

東
皐
越
杜
多
」（
句
点
引
用
者
）
と
書
く
。
東
皐
は
一
六
七
一
年
に
婺
郡
（
故

郷
の
金
華
府
）
に
帰
り
、「
永
興
公
後
裔
」
な
る
人
物
に
会
っ
て
、
秘
本
の
伝

を
得
た
と
い
う
。
そ
の
秘
本
が
即
ち
《
古
音
正
宗
》
か
ら
の
改
作
譜
で
あ
る
。

角
音
の
「
雁
落
平
沙
」
も
《
古
音
正
宗
》
所
収
譜
と
部
分
的
に
近
似
す
る
た

め
、
改
作
で
あ
る
。
東
皐
は
小
跋
の
中
で
「
越
於
玉
林
永
福
山
房
。
得
馬
季
翁

手
譜
。
共
校
無
謬
乎
。（
中
略
）時
乙
（
一
六
八
五
）

丑
中
秋　

東
皐
越
杜
多
」(

句
点
引
用
者
）

と
書
く
。「
玉
林
永
福
山
房
」
を
東
皐
が
住
持
を
務
め
た
永
福
寺
だ
と
推
定
す

れ
ば
、
こ
の
琴
譜
の
入
手
時
期
は
一
六
七
一
年
か
ら
一
六
七
六
年
の
間
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
改
作
を
行
っ
た
人
物
が
馬
季
翁
で
あ
ろ
う
。

（
一
―
六
）《
新
傳
理
性
元
雅
》
か
ら
の
改
作
曲
：「
相
思
曲
」

「
相
思
曲
」
は
《
新
傳
理
性
元
雅
》（
萬
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
刊
）

所
収
譜
に
近
似
す
る
。
即
ち
、
詞
は
四
字
が
相
違
す
る
（
一
字
の
同
義
字
と
一

字
の
異
体
字
を
換
え
、
二
字
を
追
加
）。
譜
字
は
正
字
（
減
字
譜
で
大
き
く
書

く
譜
字
）
が
全
八
十
七
字
あ
る
中
で
、七
十
一
字
が
同
一
で
あ
る
。
校
記
は
「
東

皋
懶
衲
訂
正
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
東
皐
自
身
が
改
作
し
た
と
理
解
で
き
る
。

（
一
―
七
）
同
時
代
人
の
作
曲
：「
鷗
鷺
忘
機
」
と
「
石
交
吟
」

杉
浦
本
の
「
鷗
鷺
忘
機
」
は
明
清
琴
譜
に
原
曲
を
特
定
で
き
な
い
。
東
皐
に



（
一
七
）

東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

よ
る
小
序
に
は
「
東
皐
杜
多
識
」
の
校
記
が
付
く
。
琴
譜
に
は
「
時
癸
（
一
六
七
三
）

丑
秋

日
西
冷　

虚
舟
老
人　

皐
塢
山
樵　

同
校
」
の
校
記
が
付
く
た
め
、
周
知
の
ご

と
く
褚
虚
舟
と
東
皐
に
よ
る
共
同
創
作
だ
と
わ
か
る
。
但
し
、
同
曲
は
関
五
本

に
も
載
る
が
、
琴
譜
は
異
な
る
（
本
稿
第
二
章
六
）。

ま
た
「
石
交
吟
」
も
明
清
琴
譜
に
原
曲
を
特
定
で
き
な
い
。
東
皐
の
校
記
は

書
か
れ
ず
に
、
曲
名
下
の
注
記
に
「
馬
季
良
併
諧
音
」
と
書
か
れ
る
。
こ
れ
は

杉
浦
が
『
東
皐
琴
譜
』
に
編
入
し
た
琴
曲
で
あ
る
。
杉
浦
は
小
跋
の
中
で
「
右

石
交
吟
者
。
馬
季
良
之
諧
譜
也
。
師
絶
愛
此
曲
之
詞
調
。
雖
非
師
所
諧
。
乃
手

澤
之
舊
譜
也
。」
と
書
く
た
め
、
周
知
の
ご
と
く
馬
季
良
の
作
で
あ
り
、
師
（
東

皐
）
が
絶
愛
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ニ
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
東
皐
琴
譜
』
の
第
五
冊

（
ニ
―
一
）
書
誌

関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
数
点
の
『
東
皐
琴
譜
』
の
中
で
、
六

冊
本
『
東
皐
琴
譜
』
の
第
五
冊
（
架
蔵
番
号
：KA

N
*768.2*K

1*2-5 

・
関
五
本
）

に
は
、
東
皐
の
伝
承
曲
で
は
あ
る
が
杉
浦
本
に
は
未
収
で
あ
る
九
曲
を
載
せ
る

（
表
１
の
［
１
］
か
ら
［
９
］）。
こ
れ
ら
に
は
東
皐
の
校
記
が
書
か
れ
る
。
六

冊
全
体
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
一
冊
か
ら
第
五
冊
ま
で
】
法
量
は24.6cm

×18.2cm

で
あ
る
。
表

表
紙
と
裏
表
紙
は
厚
紙
を
用
い
、「
東
皋
琹
譜
」の
表
記
に
よ
る
書
題
簽
を
貼
る
。

第
一
冊
を
見
る
と
、
厚
紙
の
表
紙
に
綴
紐
が
見
え
る
が
、
第
一
丁
に
も
別
の
綴

紐
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
旧
製
本
の
書
物
を
解
体
せ
ず
に
、
表
裏
両
面
か
ら

厚
紙
を
新
た
に
充
て
て
製
本
し
た
の
が
現
状
だ
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

綴
紐
の
状
況
は
第
二
・
四
・
五
冊
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
第
一
冊
に
お
い
て
、
旧

製
本
の
表
紙
と
旧
製
本
の
本
文
料
紙
と
で
は
虫
食
い
箇
所
が
一
致
す
る
た
め
、

旧
製
本
は
改
装
さ
れ
て
い
な
い
。
虫
食
い
の
こ
の
状
況
は
、
五
冊
全
て
に
確
認

で
き
る
。
五
冊
の
旧
製
本
の
表
紙
に
は
目
録
と
「
東
皋
琴
譜
」
の
表
記
に
よ
る

書
名
が
書
か
れ
、
本
文
料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。『
琴
家
略
伝
』
に
照
合
す
る
と
、

第
一
冊
か
ら
第
四
冊
ま
で
の
内
容
は
『
東
皐
琴
譜
』
の
八
巻
四
十
八
曲
本
の
残

欠
本
で
あ
り
、
第
五
冊
の
内
容
は
杉
浦
本
に
未
収
の
九
曲
を
含
む
琴
曲
と
詩
詞

で
あ
る
。
な
お
、
第
五
冊
の
旧
製
本
の
表
表
紙
に
「
洞
庭
秋
思
／
漁
樵
問
答
／

鶴
舞
洞
天
／
飛
鳴
吟
／
東
皋
琴
譜　

全
」、
扉
に
は
「
東
皋
琴
譜　

足
利
學
校

所
藏
」 

と
書
か
れ
る１

。

【
第
六
冊
】
法
量
は27.8 cm

×19.4cm

で
あ
る
。
表
表
紙
と
裏
表
紙
の

厚
紙
は
第
一
冊
か
ら
第
五
冊
ま
で
と
同
様
で
あ
り
、「
東
皋
琹
譜
」
の
書
題
簽

も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
旧
製
本
で
の
表
紙
と
旧
製
本
の
本
文
料
紙
と
で
は
虫

食
い
箇
所
が
異
な
る
た
め
、旧
製
本
そ
の
も
の
が
改
装
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

旧
製
本
の
表
紙
に
は
「
東
皋
琹
譜
」
の
表
記
に
よ
る
書
名
が
書
か
れ
、
第
一
冊

か
ら
第
五
冊
ま
で
の
書
名
表
記
と
や
や
異
な
る
。
本
文
料
紙
は
薄
雁
皮
紙
で
あ

る
。『
琴
家
略
伝
』
に
照
合
す
る
と
、
そ
の
内
容
は
『
東
皐
琴
譜
』
の
十
六
曲

本
で
あ
る
。
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表 1 関西大学総合図書館蔵『東皐琴譜』第五冊

＊１　［ ］は曲順、■は解読不能な文字を表す。
＊２�　琴譜名略号　《太》：楊掄《太古遺音》、《伯》：楊掄《伯牙心法》、《綠》：《綠綺新聲》（1597

年刊）、《適》：《琴適》（1611 年序）

第五冊の内容 ＊ 1 備考 明清琴譜の典拠
＊ 2

［1］宮意 不分段 無詞 琴譜本文：《綠》
《適》（どちらも有
詞）［2］商意 不分段

［3］角意 不分段

［4］徵意 不分段

［5］羽意 不分段 校記「古縉州■士■」

［6］洞庭秋思 五段 校記「古縉州■士■」 無詞 琴譜本文：－

［7］漁樵問答 八段 校記「古縉州■士■」 有詞、唐音あり 琴譜本文：－

羽意考 《太》（《琴譜合璧》
版）

［8］鶴舞洞天 六段 校記「康煕貳年拾貳月」（1663） 有詞、唐音あり 小序：《太》
琴譜本文：《太》

［9］飛鳴吟 八段
小跋「跋計　是曲飛鳴吟者廼秋鴻之引首也旹維甲寅中
秋後書于中和堂　僲華野樵」（1674）

有詞、唐音あり 小序：《伯》
琴譜本文：《伯》
小跋：東皐筆

詞「錢塘小夢詞」（清代《解人頤》所収）の冒頭 誤写あり

［10］鷗鷺忘機 五段 無詞
（小序なし）

琴譜本文：－

［11］石交吟 不分段 有詞、唐音あり
（小跋なし）

琴譜本文：－

元詩・連百正「題釣臺」

唐詩・沈佺期「霹靂引」

唐詩・宋之問「嵩山天門歌」

詩詞「世事浮漚。歎年華迅速。逝氷東流。…」 出典不明



（
一
九
）

東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

第
一
冊
か
ら
第
五
冊
ま
で
と
第
六
冊
と
で
は
、
法
量
・
旧
製
本
書
名
表
記
・

虫
食
い
・
本
文
料
紙
が
こ
の
よ
う
に
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
書
写
当
時
は
別
々

に
編
ま
れ
た
写
本
が
、
同
じ
厚
紙
に
よ
っ
て
新
規
に
製
本
さ
れ
、
共
通
の
架
蔵

番
号
を
与
え
ら
れ
て
現
蔵
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
内
題
（
旧
製
本
の
書

名
）
に
表
記
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
た
め
、
全
六
冊
に
共
通
す
る
外
題
（
現
状
の

厚
紙
表
紙
の
表
記
）
を
以
っ
て
書
名
に
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
統
一

書
名
の
「
東
皐
琴
譜
」
を
用
い
る
。

（
ニ
―
二
）《
琴
適
》
か
ら
の
転
載
曲
：
調
意

［
１
］「
宮
意
」（
図
１
）、［
２
］「
商
意
」、［
３
］「
角
意
」、［
４
］「
徴
意
」

及
び
［
５
］「
羽
意
」
は
、
正
調
五
調
の
調
意
で
あ
る
。
こ
の
調
意
の
楽
譜
に

は
曲
名
、
五
音
審
辯
、
琴
譜
本
文
が
書
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
曲
名
下
に
書
か

れ
る
五
音
審
辯
は
、
杉
浦
本
の
五
音
審
辯
に
近
似
す
る
が
、
相
違
点
も
あ
る
。

即
ち
、「
宮
意
」
の
五
音
審
辯
の
前
半
（
琴
調
の
性
質
を
述
べ
る
文
）
は
「
音

和
平
沈
厚
其
聲
雄
洪
」
と
書
か
れ
る
。
こ
れ
は
杉
浦
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

し
か
し
、「
商
意
」「
角
意
」「
徴
意
」「
羽
意
」
に
書
か
れ
る
そ
の
前
半
は
、
こ

れ
ら
の
明
清
琴
譜
所
収
の
文
を
変
形
し
て
お
り
、
こ
の
点
が
杉
浦
本
と
相
違
す

る
。
そ
の
一
方
で
、「
宮
意
」
か
ら
「
羽
意
」
の
五
音
審
辯
の
後
半
（
琴
調
の

終
止
法
を
述
べ
る
文
）
は
、
杉
浦
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
明
清
琴
譜
に
原
文

を
見
出
せ
ず
、
東
皐
の
創
作
文
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

図
１　
「
宮
意
」（
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
東
皐
琴
譜
』
第
五
冊
よ
り
）
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そ
の
次
に
書
か
れ
る
琴
譜
本
文
は
、「
宮
意
」「
商
意
」「
角
意
」「
徴
意
」「
羽
意
」

と
も
に
、叢
書
《
夷
門
廣
牘
》（
萬
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
刊
）
所
収
の
《
綠

綺
新
聲
》
の
琴
譜
、或
い
は
《
燕
間
四
適
》（
萬
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
序
）

所
収
の
《
琴
適
》
の
琴
譜
に
非
常
に
近
い
。《
琴
適
》
は
《
綠
綺
新
聲
》
と
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
と
い
う
（
査
阜
西
：《
琴
曲
集
成
》
第
八
冊
：
據
本
提
要
・
一
）。

但
し
、《
綠
綺
新
聲
》
と
《
琴
適
》
に
所
収
の
調
意
は
有
詞
で
あ
る
が
、
関
五

本
の
調
意
は
無
詞
で
あ
る
。

《
綠
綺
新
聲
》と《
琴
適
》の
ど
ち
ら
か
が
関
五
本
所
収
譜
の
典
拠
で
あ
る
が
、

関
五
本
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
後
半
に

江
戸
の
琴
社
で
長
を
務
め
た
児
玉
愼
が
、《
琴
適
》
か
ら
抜
書
し
て
写
本
を
編

ん
で
い
る
こ
と
、
そ
の
児
玉
は
、
幸
田
親
盈
に
受
け
継
が
れ
た
東
皐
の
遺
品
の

一
部
を
受
け
継
い
で
い
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
日
本
で
流
通
し
た
《
琴
適
》
の
ほ

う
が
関
五
本
の
調
意
の
典
拠
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

「
羽
意
」の
末
尾
に「
古
縉
州
■
士
■
」（
図
２
ａ
）と
い
う
校
記
が
書
か
れ
る
。

記
載
の
位
置
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
は
「
宮
意
」
か
ら
「
羽
意
」
ま
で
の
調
意

五
曲
に
対
す
る
校
記
で
あ
る
。
校
記
の
う
ち
前
半
の
縉
州
は
、
東
皐
の
故
郷
金

華
府
一
帯
の
古
名
で
あ
る
。
後
半
三
字
は
判
読
で
き
な
い
が
、
東
皐
の
号
で
あ

ろ
う
。
こ
の
調
意
は
、
東
皐
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
全
く
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
。

な
お
、
祇
園
寺
が
所
有
す
る
尺
牘
に
は
、
東
皐
の
最
初
の
琴
弟
子
で
あ
る

人
見
節よ
し

が
東
皐
に
宛
て
た
一
通
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
「
凡
五
音
之
譜
。
随

其
音
而
有
調
法
乎
。
但
宮
意
商
意
等
之
調
。
因
曲
調
有
此
名
乎
。」（
浅
野

一
九
一
一
：
下
巻
六
六
）
と
書
い
て
、「
宮
意
」「
商
意
」
等
の
調
意
に
つ
い
て

質
問
し
て
い
る
。
こ
の
尺
牘
で
は
人
見
が
見
た
琴
譜
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
東
皐
の
校
記
を
持
つ
調
意
は
関
五
本
に
の
み
確
認
で
き
る
た
め
、
人

見
が
用
い
た
調
意
は
《
琴
適
》
所
収
譜
で
あ
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
高
い
。

図２　校記比較
a：「羽意」末尾の校記
b：「洞庭秋思」の校記
c：「漁樵問答」の校記
（abc は関西大学総合図書館蔵『東皐琴譜』第五冊より）
d：祇園寺蔵『琴譜篆躰』



（
二
一
）

東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

（
ニ
―
三
）
東
皐
禅
師
の
創
作
曲
：「
洞
庭
秋
思
」
と
「
漁
樵
問
答
」

［
６
］「
洞
庭
秋
思
」
と
［
７
］「
漁
樵
問
答
」
は
、
明
清
琴
譜
に
多
く
の
作

例
が
載
る
が
、
関
五
本
の
原
譜
は
見
出
せ
な
い
。
即
ち
東
皐
の
創
作
曲
で
あ

る
。
両
譜
の
校
記
（
図
２
の
ｂ
ｃ
）
は
、「
羽
意
」
末
尾
の
校
記
に
似
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
校
記
は
祇
園
寺
蔵『
琴
譜
篆
躰
』表
紙
の
署
名（
図
２
ｄ
）に
も
似
る
。

両
曲
の
う
ち
「
漁
樵
問
答
」
の
曲
名
の
下
に
「
九
段
動
蹌
凝
明
其
聲
鏗
𨪙

一
六
」
と
い
う
注
記
が
書
か
れ
る
。
そ
の
注
記
の
う
ち
、
段
数
を
「
九
段
」
と

書
く
の
は
誤
り
で
あ
り
、正
し
く
は
全
八
段
で
あ
る
。
ま
た
、こ
の「
漁
樵
問
答
」

の
詞
は
「
羨
漁
樵
興
到
高
幽
争
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、《
太
古
遺
音
》
等
の
明

清
琴
譜
と
全
く
異
な
る
。
琴
の
譜
字
に
つ
い
て
は
、《
太
古
遺
音
》
所
収
譜
に

第
一
段
こ
そ
少
し
似
る
が
、
第
二
段
以
降
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
第
七
段

の
大
半
で
は
譜
字
は
書
か
れ
て
い
る
が
詞
が
抜
け
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
東

皐
が
創
作
の
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
江
戸
時
代
の
琴
壇
で
は
、
小

野
田
國
光
が
《
太
古
遺
音
》
所
収
の
「
漁
樵
問
答
」
を
秘
曲
と
し
て
伝
承
し
た

が
、
も
し
こ
の
関
五
本
の
東
皐
作
「
漁
樵
問
答
」
が
日
本
の
琴
人
に
知
ら
れ
て

い
た
ら
、
日
本
の
琴
史
は
別
の
発
展
を
遂
げ
た
だ
ろ
う
。

（
ニ
―
四
）
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
か
ら
の
転
載
文
：
羽
意
考

羽
意
考
は
琴
譜
で
は
な
く
、羽
声
或
い
は
「
羽
意
」
に
関
す
る
短
文
で
あ
る
。

　
　
　
　

羽
意
考

　
　

白
門
桐
庵
曰
。
羽
意
次
于
徴
。
物
也
。
于
五
行
屬
水
。
于
五
常
為
智
。
得

黄
鐘
四
十
八
數
。
絃
之
絲
亦
如
之
。
聲
最
清
。
陰
中
之
陰
也
。
絃
各
具
五

聲
。
而
羽
五
絃
之
正
聲
也
。（
句
点
引
用
者
）

図３　「漁樵問答」（関西大学総合図書館蔵『東皐琴譜』第五冊より）
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こ
の
短
文
の
原
文
は
、《
太
古
遺
音
》
の
五
種
の
伝
本
（
張
二
〇
一
六
）
の

中
で
も
、萬
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
序
を
持
つ
《
琴
譜
合
璧２

》
の
中
の
《
太

古
遺
音
》
第
一
冊
に
載
る
。
そ
れ
以
前
の
伝
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
楊
掄
自
身

に
よ
る
萬
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）
原
書
《
眞
傳
正
宗
琴
譜
》
は
逸
失
し
た
た

め
掲
載
し
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
り
、
後
人
に
よ
る
常
見
本
（
第
二
伝
本
）
に

は
載
ら
な
い
（《
琴
曲
集
成
》
二
〇
一
〇
年
版
の
影
印
に
よ
る
）。
ま
た
、
萬
暦

三
十
七
年
本
の
次
の
第
四
伝
本
は
《
欽
定
四
庫
全
書
》
所
収
の
《
琴
譜
合
璧
》

で
あ
り
、
そ
の
時
東
皐
は
既
に
日
本
で
示
寂
し
て
い
た
。
即
ち
、
東
皐
が
参
照

し
た
萬
暦
本
三
十
七
年
本
は
、《
太
古
遺
音
》
の
諸
伝
本
の
中
で
東
皐
が
最
も

入
手
し
や
す
か
っ
た
と
言
え
る
。

羽
意
考
が
こ
の
伝
本
か
ら
転
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
東
皐
の
伝

承
の
中
で
《
太
古
遺
音
》
と
《
伯
牙
心
法
》
に
原
曲
・
原
文
が
あ
る
琴
曲
・
文

章
は
、
こ
の
伝
本
か
ら
転
載
ま
た
は
改
作
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
現
在
は
個

人
蔵
で
あ
る
東
皐
旧
蔵
《
伯
牙
心
法
》
が
「
一
六
〇
九
年
刊
」
だ
と
い
う
が
、

こ
れ
を
刊
年
で
は
な
く
序
文
の
年
代
だ
と
理
解
す
れ
ば
、
東
皐
が
こ
の
伝
本
を

典
拠
に
し
た
こ
と
に
符
合
す
る
。
な
お
、
児
玉
の
蔵
書
の
中
に
『
琴
譜
合
璧
』

と
い
う
写
本
が
あ
る
た
め
、日
本
の
多
く
の
琴
人
が
用
い
た
《
太
古
遺
音
》《
伯

牙
心
法
》
の
伝
本
は
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
ニ
―
五
）《
太
古
遺
音
》《
伯
牙
心
法
》か
ら
の
転
載
曲
：「
鶴
舞
洞
天
」と「
飛

鳴
吟
」

［
８
］「
鶴
舞
洞
天
」は《
太
古
遺
音
》所
収
譜
に
一
致
す
る
。
そ
の
校
記
は「
康

熙
貳
年
拾
貳
月
」（
一
六
六
三
）と
書
か
れ
る
。［
９
］「
飛
鳴
吟
」は《
伯
牙
心
法
》

所
収
譜
に
一
致
す
る
。
そ
の
小
跋
末
尾
の
校
記
は
「
旹
維
甲
寅
中
秋
後
書
于
中

和
堂
／
僲
華
野
樵
」（
一
六
七
四
）
と
書
か
れ
る
。
東
皐
の
来
日
は
一
六
七
七

年
で
あ
り
、
こ
の
二
曲
の
校
記
は
そ
れ
以
前
の
年
代
を
書
く
の
で
、
東
皐
が
中

国
で
修
め
た
琴
曲
だ
と
判
断
で
き
る
。

（
二
―
六
）「
鷗
鷺
忘
機
」「
石
交
吟
」

「
鷗
鷺
忘
機
」
と
「
石
交
吟
」
は
杉
浦
本
に
も
載
る
（
本
稿
第
一
章
七
）。

関
五
本
の
［
10
］「
鷗
鷺
忘
機
」
に
は
琴
譜
の
み
が
書
か
れ
て
お
り
、
小
序
・

小
跋
も
校
記
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
杉
浦
本
と
関
五
本
の
「
鷗
鷺
忘
機
」
は
異

な
り
、
そ
の
差
異
が
最
大
に
現
れ
る
箇
所
は
第
四
段
（
図
４
）
で
あ
る
。
こ
の

変
更
が
東
皐
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
断
定
で

き
な
い
。

次
の
［
11
］「
石
交
吟
」
に
は
小
序
・
小
跋
も
校
記
も
書
か
れ
な
い
が
、
そ

の
琴
譜
は
杉
浦
本
の
所
収
譜
に
一
致
す
る
。
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二
三
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東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

（
ニ
―
七
）
後
人
追
記
の
詩
詞
と
唐
音

関
五
本
に
は
詩
詞
が
載
る
。
そ
の
中
で
唐
宋
元
詩
の
書
き
入
れ
は
東
皐
に
よ

る
も
の
な
の
か
判
断
で
き
な
い
。
但
し
、
詞
「
錢
塘
小
夢
詞
」
は
乾
隆
二
十
六

年
（
一
七
六
一
）
以
降
に
出
版
さ
れ
た
《
解
人
頤
》
に
載
る
の
で
、
こ
の
詞
は

明
ら
か
に
東
皐
以
後
の
人
に
よ
り
追
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
唐
音
は
、
日
本
人
が

中
国
語
を
中
国
語
発
音
で
読
む
た
め
の
振
り
仮
名
で
あ
る
。
中
国
人
で
あ
る
東

皐
は
、
琴
譜
に
唐
音
を
書
く
必
要
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
関
五
本
に
付
け
ら
れ

た
唐
音
は
後
人
に
よ
る
書
き
加
え
で
あ
る
。
即
ち
関
五
本
の
全
体
の
内
容
は
、

東
皐
の
伝
承
曲
（
東
皐
の
校
記
を
持
つ
琴
譜
な
ど
）
を
伝
写
し
た
部
分
と
、
後

人
に
よ
る
書
き
加
え
か
ら
成
る
と
判
断
で
き
る
。

三
、
新
楽
定
の
祇
園
寺
調
査

『
琴
家
略
伝
』
の
諸
伝
本
の
中
で
、
後
世
の
伝
本
に
だ
け
追
記
さ
れ
て
い
る

調
査
結
果
の
文
章
が
あ
る
。
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
『
七
絃
琴
雜
記
』（
岩
瀬
文

庫
蔵
）
で
は
、
本
文
の
「
心
越
禅
師
の
傳
記
ハ
、
世
に
知
れ
る
人
な
し
」
か

ら
始
ま
る
箇
所
の
上
欄
に
、
長
い
文
章
が
書
か
れ
る
。
そ
の
文
章
中
に
は
調

査
者
の
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
但
し
途
中
に
は
「
延
享
三
年
丑
七
月
祇
園

寺
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
は
延
享
二
年
乙
丑
（
一
七
四
五
）
が
正
し
い
。
ま

た
、
文
章
の
末
尾
に
は
「
右
ハ
雪
堂
先
生
抄
録
中
ニ
在
る
を
写
す
■
定
て
閑
窓（
叟
）

老
之
筆
記
を
抄
セ
し
物
と
見
ゆ
」
と
書
か
れ
る
。
鳥
海
雪
堂
（
一
七
八
二
～

一
八
五
三
）
は
『
東
皐
琴
譜
』
の
伝
承
を
大
阪
に
広
め
た
人
物
で
あ
る
。
調

査
者
の
名
こ
そ
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
章
の
年
代
は
一
七
四
五
年
か
ら

一
八
五
三
年
の
間
に
あ
る
。こ
の
年
代
は
新
楽
の
生
歿
年
と
多
く
重
な
る
た
め
、

上
欄
文
章
は
新
楽
に
よ
る
も
の
と
暫
時
認
め
る
。

こ
の
上
欄
文
章
は
、
祇
園
寺
に
遺
さ
れ
た
東
皐
の
遺
品
を
調
査
し
た
結
果
を

記
す
。
そ
の
中
で
七
絃
琴
に
関
す
る
こ
と
が
次
の
二
箇
所
で
書
か
れ
る
。

（
Ａ
）
琴
譜
箱
入
越
師
諧
音

手
書
ナ
リ

新
傳
理
性
元
雅
刻
本

完

松
絃
譜
二
刻
本

　

伯
牙
心
法
刻
本

全

琴

学
心
声
二

　
　

太
古
遺
音　

楽
府
新
声
写
本

　

（
Ｂ
）
祇
園
寺
藏
琹
譜
ニ
吾
ニ
無
キ
者
五
曲
皆
小
楷
ニ
テ
妙
ナ
リ　

洞
庭
秋

思
宮
音
五
段
和
平
沉
厚
其
声
雄

洪
二
五　

古
譜
州
犖
士
儋
印　

漁
樵
問
答
商
音
九
段
動
蹌
凝
明
其

声
鏗
𨪙
一
六　

仝
上
印　

鶴
舞
洞
天
羽
音
六
段
有

序
仝
上
印
　

図４　「鷗鷺忘機」第四段の比較
（右）�国文学研究資料館寄託田安徳川家旧蔵資料『東

皐琴譜』第一冊（架蔵番号：15/501/1-1）より
（左）関西大学総合図書館蔵『東皐琴譜』第五冊より
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飛
鳴
吟
商
音
八
段
有

序
越
師
印

 　

鴎
鷺
機
宮
音

五
段
仝
上

（
Ａ
）
は
東
皐
旧
蔵
の
明
清
琴
譜
を
記
す
。
そ
の
中
で
《
太
古
遺
音
》
と
《
伯

牙
心
法
》
は
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
に
相
当
す
る
と
考
え
る
（
本
稿
第
二
章
四
）。

（
Ｂ
）は
、調
査
者
が
知
ら
な
い
東
皐
の
五
曲
の
伝
承
曲
を
記
す
。そ
れ
ら
は
、

関
五
本
の
［
６
］「
洞
庭
秋
思
」
か
ら
［
10
］「
鷗
鷺
忘
機
」
の
五
曲
に
一
致
す
る
。

即
ち
、（
Ｂ
）
の
曲
名
下
の
注
記
と
関
五
本
の
注
記
が
殆
ど
一
致
す
る
こ
と
、「
漁

樵
問
答
」
の
段
数
を
誤
っ
て
「
九
段
」
と
書
く
こ
と
、
琴
譜
に
小
序
を
付
け
る

曲
が
「
鶴
舞
洞
天
」
と
「
飛
鳴
吟
」
で
あ
る
こ
と
、が
共
通
す
る
。
そ
の
反
面
、

相
違
点
と
し
て
、「
飛
鳴
吟
」
に
東
皐
筆
の
小
跋
が
付
く
こ
と
は
関
五
本
の
み

で
確
認
で
き
る
こ
と
、（
Ｂ
）「
鴎
鷺
機
」
の
注
記
の
中
に
は
「
仝
上
」（
有
序

越
師
印
）
と
書
か
れ
る
が
関
五
本
に
は
小
序
が
付
か
な
い
こ
と
、（
Ｂ
）
の
五

曲
に
は
東
皐
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
書
か
れ
る
が
、
関
五
本
で
は
確
認
で
き

な
い
こ
と
、
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。（
Ｂ
）
の
注
記
が
略
記
で
あ
ろ
う
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
調
査
者
が
祇
園
寺
で
見
た
五
曲
の
琴
譜
は
、
関
五
本
の

五
曲
の
祖
本
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
但
し
、
現
在
祇
園
寺
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
「
關
雎
」
の
琴
譜
が
（
Ｂ
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
原
因
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、（
Ｂ
）
で
「
吾
ニ
無
キ
者
五
曲
」（
私
が
知
ら
な
い
琴
譜
が
五
曲
あ
る
）

と
述
べ
る
中
に
「
鴎
鷺
機
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
曲
は
杉
浦
本
に
「
鷗
鷺
忘
機
」

の
曲
名
表
記
で
既
に
載
っ
て
お
り
、
日
本
に
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
杉
浦

本
は
早
期
に
失
わ
れ
、
幸
田
親
盈
か
ら
出
た
と
い
う
『
東
皐
琴
譜
』
の
八
巻

四
十
八
曲
本
に
は
こ
の
曲
が
載
ら
ず
、
そ
れ
以
後
の
伝
本
に
も
載
ら
な
い
。
そ

の
た
め
、調
査
者
が「
鷗
鷺
忘
機
」を
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
上
欄
文
章
の
同
文
は
『
五
知
齋
琴
譜
抜
』（
都
立
図
書
館
蔵
）

の
同
箇
所
に
も
書
か
れ
て
お
り
、『
竹
逸
琴
話
』（
国
会
図
書
館
蔵
）
で
は
一
部

を
欠
く
。
岸
邉
（
二
〇
〇
〇
：
三
四
三
）
が
言
及
す
る
小
畑
家
伝
存
の
「
祇
園

寺
宝
物
」
一
枚
と
い
う
目
録
は
同
文
で
は
な
い
が
、（
Ａ
）（
Ｂ
）
と
同
じ
記
述

を
書
く
。

四
、
明
清
琴
譜
に
対
す
る
東
皐
禅
師
の
琴
学

（
四
―
一
）
年
代
が
判
明
す
る
琴
曲

杉
浦
本
と
関
五
本
の
中
で
明
清
琴
譜
か
ら
転
載
ま
た
は
改
作
し
た
琴
曲
の
う

ち
、
一
六
七
七
年
以
前
の
年
代
を
記
す
も
の
は
、
東
皐
が
中
国
で
学
ん
だ
琴
曲

を
示
す
。
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

先
ず
、「
鶴
舞
洞
天
」
の
校
記
に
「
康
煕
貳
年
拾
貳
月
」（
一
六
六
三
年
十
二

月
、
或
い
は
翌
年
正
月
）
と
書
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
東
皐
が
二
十
五
歳
の
時

に
は
既
に
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
を
得
て
、《
太
古
遺
音
》
を
学
ん
で
い
た
。

次
い
で
「
流
水
」
の
小
跋
に
「
越
自
辛
亥
中
秋
時
。（
中
略
）
訪
永
興
公
後

裔
得
傳
其
所
秘
之
本
」と
書
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、東
皐
が
辛
亥
年（
一
六
七
一
）

に
得
た
秘
本
は
、《
古
音
正
宗
》
か
ら
の
改
作
曲
で
あ
っ
た
。

次
い
で
「
飛
鳴
吟
」
の
小
跋
に
「
旹
維
甲
寅
中
秋
後
書
」（
一
六
七
四
年
陰

暦
八
月
十
五
日
後
）
と
書
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、東
皐
が
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》

所
収
の
《
伯
牙
心
法
》
か
ら
こ
の
琴
曲
を
臨
写
し
た
と
判
断
で
き
る
。

こ
れ
と
同
時
期
に
、「
高
山
」
の
校
記
に
「
甲
寅
桂
月
東
皋
懶
衲
復
書
」（
甲



（
二
五
）

東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

寅
桂
月
は
一
六
七
四
年
陰
暦
八
月
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同
年
同

月
に
東
皐
が
《
伯
牙
心
法
》
を
再
度
臨
写
し
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
校
記
中
の

「
復
書
」と
は
、《
伯
牙
心
法
》を
再
度
臨
写
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
雁
落
平
沙
」
の
小
跋
に
「
越
於
玉
林
永
福
山
房
得
馬
季
翁
手
譜
」

と
書
か
れ
る
。
そ
の
時
期
は
不
確
定
で
あ
る
が
、
中
国
で
得
た
こ
の
手
稿
譜
も

《
古
音
正
宗
》
か
ら
の
改
作
曲
で
あ
っ
た
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、東
皐
は
中
国
で
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
を
得
て
い
た
。

こ
れ
は
楊
掄
の
《
眞
傳
正
宗
琴
譜
》
か
ら
の
後
人
改
版
で
あ
り
、
当
時
の
世
に

非
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
伝
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
同
時
代
人
に
よ
る

《
古
音
正
宗
》
か
ら
の
改
作
曲
も
得
て
い
た
。
こ
の
《
古
音
正
宗
》
は
「
多
從

流
行
譜
本
雜
凑
而
成
。
看
不
出
它
的
師
承
淵
源
，
可
能
是
一
些
王
府
清
客
所
選

獻
的
材
料
。」（
多
く
を
流
行
し
た
譜
本
か
ら
寄
せ
集
め
て
成
立
し
た
。
そ
の
師

承
の
淵
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
皇
家
の
数
人
の
客
人
が
献
呈
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。）（
査
阜
西
：《
琴
曲
集
成
》
第
九
冊
：
據
本
提
要
・
三
）
と
い
う
琴
譜
で

あ
り
、
一
六
三
四
年
の
自
序
を
持
つ
。
即
ち
当
時
出
版
さ
れ
た
《
古
音
正
宗
》

の
曲
が
同
時
代
人
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
改
作
さ
れ
、
そ
の
琴
譜
を
東
皐
が
入
手
し

た
と
い
う
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
―
二
）
東
皐
禅
師
の
琴
学
は
江
派
を
中
心
と
す
る

杉
浦
本
と
関
五
本
の
分
析
を
通
し
て
、
東
皐
の
伝
承
曲
が
転
載
ま
た
は
改
作

の
典
拠
と
し
た
明
清
琴
譜
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

《
琴
適
》
か
ら
は
、「
宮
意
」「
商
意
」「
角
意
」「
徴
意
」「
羽
意
」
の
正
調

の
調
意
を
転
載
し
た
。《
眞
傳
正
宗
琴
譜
》
の
後
人
改
版
で
あ
る
萬
暦
本
《
琴

譜
合
璧
》
か
ら
は
、「
高
山
」「
鶴
舞
洞
天
」「
飛
鳴
吟
」
を
転
載
し
た
。《
琴
學

心
聲　

諧
譜
》か
ら「
釋
談
章
」を
杉
浦
に
教
え
た
。《
太
古
遺
音
》或
い
は《
琴

學
心
聲　

諧
譜
》
か
ら
は
、
五
音
審
辯
の
前
半
、
和
絃
間
勾
説
、「
調
絃
入
弄
」

及
び
三
聲
を
転
載
し
て
杉
浦
に
教
え
た
。《
新
傳
理
性
元
雅
》か
ら
は「
相
思
曲
」

を
改
作
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
で
、《
琴
適
》
は
広
く
流
通
し
た
書
物
で
あ
る
《
燕
間
四
適
》

の
一
部
で
あ
る
。《
琴
適
》の
底
本
で
あ
る《
綠
綺
琴
譜
》を
著
し
た
徐
時
琪
は
、

終
南
山
（
西
安
南
方
の
霊
山
群
）
の
琴
家
で
あ
る
。
そ
の
琴
譜
は
、
有
詞
で
あ

る
点
に
お
い
て
江
派
に
近
い
。
但
し
、
東
皐
が
調
意
を
無
詞
に
し
た
経
緯
は
不

明
で
あ
り
、
調
意
を
学
ん
だ
時
期
も
不
明
で
あ
る
。《
眞
傳
正
宗
琴
譜
》
を
著

し
た
楊
掄
は
江
派
の
代
表
的
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
江
派
の
中
心
地
で
あ
る
金

陵
（
南
京
の
古
名
）
で
活
躍
し
た
。《
新
傳
理
性
元
雅
》
を
著
し
た
張
廷
玉
は
、

南
京
江
派
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
（
査
阜
西
：《
琴
曲
集
成
》
第
八
冊
：
據

本
提
要
・
二
）。《
琴
學
心
聲　

諧
譜
》
を
著
し
た
莊
臻
鳳
は
、
同
じ
金
陵
で
清

代
初
期
に
活
躍
し
た
白
下
（
江
派
の
後
身
の
一
つ
）
の
琴
家
で
あ
る
。

他
方
、
東
皐
の
伝
承
曲
の
中
に
《
古
音
正
宗
》
か
ら
改
作
さ
れ
た
琴
曲
（
秘

本
の
「
流
水
」、
馬
季
翁
手
譜
の
「
雁
落
平
沙
」）
も
あ
る
。
し
か
し
、
恐
ら
く

こ
れ
ら
は
東
皐
が
偶
然
入
手
で
き
た
も
の
で
あ
り
、《
古
音
正
宗
》
と
の
関
わ

り
を
東
皐
は
知
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
。「
流
水
」
の
小
跋
で
、
東
皐
が
「
其

所
取
秘
之
本
。」
と
述
べ
る
だ
け
で
《
古
音
正
宗
》
に
言
及
し
な
い
の
は
、
そ

の
た
め
で
あ
ろ
う
。



（
二
六
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
　
第
46
集

総
じ
て
言
う
と
、
杉
浦
本
と
関
五
本
の
中
で
明
清
琴
譜
に
原
曲
・
原
文
が
あ

る
琴
曲
・
文
章
、
即
ち
東
皐
の
琴
学
は
江
派
を
中
心
と
し
て
お
り
、
似
た
よ
う

な
終
南
山
と
白
下
の
琴
譜
も
用
い
た
と
判
断
で
き
る３

。

結
言杉

浦
正
職
編
『
東
皐
琴
譜
』
は
東
皐
禅
師
の
伝
承
曲
を
集
め
た
琴
譜
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
杉
浦
本
に
編
入
さ
れ
て
い
な
い
東
皐
の
伝

承
曲
も
多
く
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
九
曲
、即
ち
「
宮
意
」「
商
意
」「
角
意
」「
徴

意
」「
羽
意
」
の
調
意
と
、「
洞
庭
秋
思
」「
漁
樵
問
答
」「
鶴
舞
洞
天
」「
飛
鳴
吟
」

が
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
蔵
の
六
冊
本
『
東
皐
琴
譜
』
の
第
五
冊
に
載
る
。

関
五
本
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

（
一
）
東
皐
は
《
琴
適
》
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
。（
二
）
楊
掄
《
太

古
遺
音
》《
伯
牙
心
法
》
に
は
五
種
の
伝
本
が
あ
る
が
、
東
皐
が
参
照
し
た
の

は
萬
暦
三
十
七
年
本
《
琴
譜
合
璧
》
版
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
萬
暦
十
七
年

原
書
や
常
見
本
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
。（
三
）
東
皐
は
正
調
の
調
意
を

伝
承
し
て
い
た
こ
と
。（
四
）「
洞
庭
秋
思
」「
漁
樵
問
答
」「
鶴
舞
洞
天
」「
飛

鳴
吟
」
の
具
体
的
な
琴
譜
が
判
明
し
た
こ
と
。

ま
た
、
杉
浦
本
と
関
五
本
の
所
収
曲
の
中
の
数
曲
が
転
載
ま
た
は
改
作
の
典

拠
と
し
た
明
清
琴
譜
を
整
理
す
る
と
、《
琴
適
》、
楊
掄
撰
《
太
古
遺
音
》《
伯

牙
心
法
》（
萬
暦
本
《
琴
譜
合
璧
》
版
）、《
新
傳
理
性
元
雅
》
及
び
《
琴
學
心

聲　

諧
譜
》
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
東
皐
の
琴
学
は
江
派
を
中
心
と

し
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
終
南
山
と
白
下
の
琴
譜
も
用
い
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
る
。

謝
辞　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
関
西
大
学
総
合
図
書
館
や
国
文
学
研
究
資
料

館
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
の
専
門
図
書
館
に
は
古
典
籍
閲
覧
の
許
可
を

頂
き
、
関
係
各
位
へ
深
く
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
祇
園
寺
に
お
い
て
什
物

の
調
査
を
快
諾
さ
れ
た
住
職
小
原
宜
弘
氏
、
及
び
調
査
に
立
ち
会
わ
れ
た
松
村

一
徳
氏
に
も
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注

⑴　

関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
で
六
冊
本
『
東
皐
琴
譜
』
の
第
五
冊
の
底
本
が
足

利
学
校
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
第
一
に
、

杉
浦
本
に
載
ら
ず
、
関
五
本
の
旧
製
本
の
表
表
紙
に
書
か
れ
る
「
洞
庭
秋
思
」

以
下
の
四
曲
を
知
る
の
は
、
祇
園
寺
で
調
査
し
た
新
楽
だ
け
で
あ
る
（
本
稿

第
三
章
）。
第
二
に
、新
楽
が
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）に
著
し
た『
足
利
學[

校]

蔵
書
目
録
』
の
迷
庵
伝
写
本
の
識
語
に
は
「
舊
蔵
ノ
書
ノ
ミ
ヲ
載
ス
。
後
人

寄
附
ノ
書
目
ハ
略
シ
テ
不
載
ナ
リ
。」（
川
瀬 

二
〇
一
五
：
二
七
八
）
と
書
か

れ
る
。
こ
の
目
録
に
琴
譜
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
楽
は
目
録
作
成
以

後
も
足
利
学
校
に
関
わ
っ
て
い
た
（『
足
利
学
校
記
録
』）。
こ
れ
ら
二
点
に
よ

り
、現
時
点
で
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、新
楽
が
祇
園
寺
で
見
た
五
曲
（「
洞

庭
秋
思
」
以
下
の
四
曲
と
「
鷗
鷺
忘
機
」）
を
伝
写
し
、
そ
の
写
本
が
寛
政
九



（
二
七
）

東
皐
禅
師
の
琴
学
に
つ
い
て

年
前
後
か
そ
れ
以
後
に
足
利
学
校
に
架
蔵
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
考
え
る
。

⑵　

萬
暦
三
十
七
年
本《
琴
譜
合
璧
》は
、そ
れ
自
体
に
も
幾
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。《
琴

曲
集
成
》第
七
冊
に
は「
又
本
」と
し
て
一
部
が
載
る
。
ま
た
、張（
二
〇
一
六
）

が
言
及
す
る
伝
本
は
《
太
古
遺
音
》
四
冊
と
《
伯
牙
心
法
》
二
冊
か
ら
成
る

と
言
う
が
、
そ
の
所
蔵
・
典
拠
・
書
誌
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
但
し
、

中
国
の
ネ
ッ
ト
上
に
は
一
つ
の
伝
本
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

冒
頭
に
は
「
按
四
庫
提
要
載
」
か
ら
始
ま
る
手
書
き
（
墨
書
）
の
書
き
込
み

が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
あ
る
二
つ
の
印
記
の
一
つ
が
「
錫
縝
」
と
読
め
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
は
詩
人
の
錫
淳
（
一
八
二
二
～
一
八
八
四
）
の
旧
蔵
書
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
刊
記
は
な
く
、《
伯
牙
心
法
》
第
一
冊
に
あ
る
兪
彦
筆
の
序

文
に
萬
暦
三
十
七
年
の
年
記
が
書
か
れ
る
。
張
が
言
及
し
た
伝
本
は
こ
れ
で

あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
米
国
議
会
図
書
館
に
は
、
同
じ
年
記
の
兪
彦
序
を

付
け
る
が
、
三
巻
本
の
《
琴
譜
合
璧
》（
文
林
閣
唐
錦
池
梓
）
と
い
う
伝
本
が

所
蔵
さ
れ
る
。
錫
淳
旧
蔵
本
と
米
国
議
会
図
書
館
蔵
本
で
は
、
李
文
芳
序
の

校
記
と
印
記
の
配
置
及
び
活
字
書
体
が
異
な
る
。

⑶　

本
稿
で
扱
っ
た
資
料
の
大
部
分
は
、
東
皐
が
中
国
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
時

期
を
示
す
。
そ
の
一
方
で
、
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
す
る
が
、
東
皐
の
来
日
以

後
の
活
動
を
示
す
資
料
の
中
に
、
浙
派
の
琴
譜
を
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
資

料
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
点
だ
け
確
認
で
き
る
の
で
、
東
皐
の
琴
学
が
江
派
を

中
心
と
す
る
と
い
う
本
稿
の
主
張
に
は
反
し
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
来

日
以
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
今
後
報
告
す
る
。
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The Zen Priest Tōkō’s Art and Theory of Qin: An Analysis of the Fifth Volume 
of a Qin Music Book Tōkō-kinpu Owned by the Kansai University Library

TORIYABE Teruhiko

This study focuses on how to evaluate the art and theory of qin of Tōkō (1639–1695; Donggao by 

Chinese alphabetic writing) in relation to the qin history of the Ming and Qing dynasties. For this 

purpose, I mainly analysed the fifth volume of a qin music book, Tōkō-kinpu, which is owned by the 

Kansai University Library. This is a new document, which was unknown to the music or scholarship 

world thus far.

Tōkō was a Zen priest of the Caodong Buddhist school of the late Ming and early Qing dynasties in 

China. After 1677, he stayed in Japan. In the music history of Japan, he is considered a pioneer of 

reviving the qin tradition. He could not write a music book as he suffered from a disease. After his 

death, one of his Japanese qin pupils, Sugiura Masanori, fulfilled his desire and wrote the music book 

Tōkō-kinpu in 1710. Today, it is considered to assemble Tōkō’s qin pieces. 

Many pieces of his music, however, do not appear in Sugiura’s edition. According to my survey, 

nine pieces appear in the new document in the Kansai University Library, including five mode pieces 

of Dioao-Yi, namely Gong-Yi, Shang-Yi, Jue-Yi, Zhi-Yi, and Yu-Yi; and four lyric pieces, namely 

Dongting-Qiusi (Meditation in the lake Dongting), Yuqiao-Wenda (Chat between Fisherman and 

Woodcutter), Hewu-Dongtian (Crane Dancing at the Sage Cave), and Feiming-yin (Swan Geese 

Crying in the Autumn Sky).

For this paper, I referred to his pieces, which were rewritten from or embellished according to qin 

music books of China, to find out the origin of his music. First, I extracted them from Sugiura’s 

edition. Second, I extracted the ones from the new document in the Kansai University Library.

Based on these two analyses, I found that Tōkō’s qin music was derived from the books of Qin-shi, 

Taigu-Yiyin, Boya-Xinfa (Qinpu-Hebi edition of Wangli era), Xinzhuan-Lixing-Yuanya, and Xiepu of 

Qinxue-Xinsheng. That is to say, he mainly studied the tradition of the Jiang qin school as well as that 

of Zhongnanshan and Baixia.




